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警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

前回の諮問

「山岳遭難事故防止に向けた効果的な情報発信活動」について

１ 答申

(1) 登山届を出す場所を駅、バス停、バス車内、コンビニエンスストア、登山口にある駐車

場等と増やす。

(2) 各自治体の広報誌やホームページに登山届を入手できる二次元コードや県警と松田警察署

のホームページに飛ぶリンクを貼り付ける。

議事要旨 (3) 登山届の重要性について登山者に広報を行う。

２ 措置結果

(1) 登山届の提出場所を増設した。

(2) 行政機関のホームページとの連携を図った。

(3) 小田急線新松田駅や富士急湘南バス社内において山岳遭難事故防止広報を実施して、登山

届の重要性を伝えた。

諮問

「激増する特殊詐欺の手口について、広く周知し被害防止を図る方策」について

答申

１ 防犯教室の開催回数を増やすことにより、参加者に意識付けするとともに、出前教養である

特殊詐欺阻止対策において、住民が参加体験できる対策を実施する。

２ 自宅内の目につくところである「電話機」「テーブル」等に注意喚起のステッカーを貼る。

３ 録音機をつけ、合言葉を決める。

業務説明



前四半期（令和５年７月から９月まで）の業務推進結果及び今四半期（令和５年10月から12月

まで）の業務推進重点について説明した。


